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な
お
、
全
国
保
健
所
長
会
名
誉
会
員

と
し
て
、
中
川
昭
生
氏（
福
島
県
）、
三

木
優
子
氏（
愛
媛
県
）が
推
戴
さ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
次
回
、
第
81
回
全
国
保
健
所

長
会
総
会
は
令
和
6
年
10
月
28
日（
月
）

に
北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
事
業
報
告

１
．�公
衆
衛
生
医
師
の
確
保
と
育
成
に

関
す
る
調
査
お
よ
び
実
践
事
業

横
山
勝
教
所
長（
香
川
県
東
讃
保
健

所
）を
分
担
事
業
者
と
す
る
研
究
班
は
、

若
手
医
師
・
医
学
生
向
け
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
、
公
衆
衛
生
医
師
合
同
相
談
会
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た

実
践
事
業
の
ほ
か
、
公
衆
衛
生
医
師
の

確
保
と
育
成
に
関
す
る
委
員
会
と
連
携

し
て
実
施
し
た「
医
学
部
生
の
就
職
活

接
触
者
へ
の
健
康
診
断
、
行
動
自
粛
要

請
等
の
対
策
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
成

果
だ
と
考
え
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
国
に
お
い
て
は「
感
染
症
法
」

を
改
正
し
、
各
自
治
体
は
感
染
症
対
策

連
携
協
議
会
で
予
防
計
画
を
策
定
中
で

あ
る
が
、
医
療
と
保
健
所
の
役
割
分
担
、

連
携
に
つ
い
て
十
分
協
議
を
行
い
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
体
制
整
備
に
努

め
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
保
健
所
機

能
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
本
会
の
委
員
会
や
研
究
事
業
な
ど

幅
広
い
公
衆
衛
生
分
野
の
活
動
に
も
引

き
続
き
会
員
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

第
69
回
全
国
保
健
所
長
会
長
表
彰
で

は
、
全
国
か
ら
53
名
の
功
労
者
が
表
彰

さ
れ
、
会
長
か
ら
長
年
の
公
衆
衛
生
行

政
へ
の
貢
献
に
感
謝
と
敬
意
の
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。

動
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
情
報
お
よ
び
リ

ア
ル
情
報
の
活
用
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」、

「
公
衆
衛
生
医
師
業
務
と
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
を
学
ぶ
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
集
の
作

成
」等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

２
．�グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る
保

健
所
の
機
能
強
化
と
国
際
社
会
へ

の
貢
献
に
関
す
る
研
究

矢
野
亮
佑
所
長（
盛
岡
市
保
健
所
）を

分
担
事
業
者
と
す
る
研
究
班
は
、
外
国

人
研
修
の
内
容
の
標
準
化
と
質
の
さ
ら

な
る
向
上
を
目
標
と
し
た「
日
本
の
保

健
医
療
を
学
ぶ
外
国
人
研
修
生
向
け
教

材
集（
医
療
制
度
編
、
保
健
所
編
）」の

作
成
、
保
健
所
の
外
国
人
対
応
能
力
強

化
を
目
標
と
し
た
精
神
保
健
対
応
事
例

調
査
、「
保
健
行
政
窓
口
の
た
め
の
外
国

人
対
応
の
手
引
き
」の
更
新
等
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。
矢
野
所
長
か
ら
は
、

「
地
域
公
衆
衛
生
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス

は
つ
な
が
っ
て
い
る（
地
域
公
衆
衛
生
か

ら
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
に
貢
献
す
る
、

お
よ
び
そ
の
逆
の
貢
献
も
あ
り
）」と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

会
員
協
議

は
じ
め
に
情
報
提
供
と
し
て
、
鷹
箸

右
子
所
長（
八
王
子
市
保
健
所
）か
ら
、

は
じ
め
に

第
80
回
全
国
保
健
所
長
会
総
会
は
、

令
和
５
年
10
月
30
日（
月
）に
つ
く
ば
国

際
会
議
場
に
お
い
て
、
４
年
ぶ
り
に
表

彰
式
、
総
会
、
研
究
事
業
報
告
、
会
員

協
議
が
す
べ
て
参
集
の
み
で
通
常
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
概
要

本
会
会
長
の
大
分
県
東
部
保
健
所
の

内
田
勝
彦
所
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
、
感
染
者
の
療
養
支
援

に
尽
力
し
た
全
国
の
保
健
所
職
員
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
欧
米
諸
国
に

比
べ
て
わ
が
国
の
感
染
者
数
や
死
亡
者

数
が
低
く
抑
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
全
国

の
保
健
所
が
積
極
的
疫
学
調
査
と
濃
厚

員
や
情
報
管
理
の
デ
ジ
タ
ル
化（
Ｄ
Ｘ
）、

医
療
管
理
に
関
す
る
独
自
の
地
域
ル
ー

ル
の
設
定
な
ど
の
工
夫
を
し
な
が
ら
、

未
曽
有
の
健
康
危
機
を
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
一
方
で
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
に
起
因
し
た
離
職
が
見
ら
れ
た
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
白
井
千
香
所
長（
枚
方
市

保
健
所
）と
筆
者（
茨
城
県
土
浦
保
健

所
）が
座
長
を
務
め
、「
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
活
動

の
推
進
に
つ
い
て
～
こ
れ
か
ら
の
期
待

～
」を
主
題
と
し
て
、
3
人
の
演
者
に
よ

る
講
演
と
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
内
田
勝
彦
所
長（
大
分
県

東
部
保
健
所
）か
ら「
統
括
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ

の
配
置
と
役
割
な
ど
に
つ
い
て
」と
し

て
、
令
和
５
年
3
月
の
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
活

動
要
領
改
正
に
よ
り
、
統
括
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｔ
は
専
門
的
な
研
修
・
訓
練
を
受
け
た

都
道
府
県
か
ら
任
命
さ
れ
た
者（
公
衆

衛
生
医
師
等
）と
さ
れ
、
そ
の
役
割
は

都
道
府
県
の
保
健
医
療
福
祉
調
整
本
部

の
機
能
の
強
化
お
よ
び
被
災
保
健
所
等

と
の
連
携
の
強
化
で
あ
り
、
災
害
時
の

統
括
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
は
被
災
都
道
府
県
の

統
括
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
が
任
務
に
当
た
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
池
田
和
功
所
長（
和
歌
山

県
岩
出
保
健
所
）は「
養
成
研
修
の
地
域

ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
拡
大
」と
し
て
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｔ
の
指
揮
系
統
と
統
括
系
統
の
イ

メ
ー
ジ
に
つ
い
て
説
明
さ
れ（
図
）、
Ｄ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
構
成
員
の
技
術
機
能
維
持
向

上
お
よ
び
災
害
時
の
円
滑
な
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｔ
派
遣
の
た
め
に
、
自
治
体
に
お
け
る

Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
登
録
と
継
続
的
な
訓
練
が

重
要
で
あ
り
、
今
後
は
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
地

方
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
を
通
じ
て
、
平
時

か
ら
近
隣
自
治
間
の
連
携
を
深
め
、
合

同
訓
練
等
を
通
じ
て
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
の
資

質
向
上
と
効
果
的
な
活
動
を
目
指
す
必

要
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
鈴
木
陽
所
長（
宮
崎
県
大

崎
保
健
所
）か
ら「
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
活
動
を

通
じ
た
危
機
管
理
体
制
の
整
備
」と
し

て
、
宮
城
県
に
お
け
る
保
健
所
災
害
対

応
研
修（
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
基
礎
編
）を
活
か

し
た
危
機
管
理
体
制
構
築
の
取
り
組
み

と
し
て
、
保
健
所
、
都
道
府
県
、
地
方

ブ
ロ
ッ
ク
の
3
つ
の
レ
ベ
ル
で
訓
練
等

を
重
ね
、
技
能
維
持
や
連
携
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
だ
実
例
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

討
論
で
は
、
統
括
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
が
県

庁
内
組
織
で
果
た
す
役
割
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｔ
の
登
録
制
度
の
構
築
、
地
方
ブ
ロ
ッ

ク
内
研
修
の
具
体
的
実
施
方
法
等
に
つ

い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
委
員
会
や
研
究
班
を
代

表
し
て
、
中
里
栄
介
所
長（
佐
賀
県
杵

藤
保
健
所
）、
服
部
希
世
子
所
長（
熊
本

県
人
吉
保
健
所
）、
西
田
敏
秀
所
長（
宮

崎
県
高
鍋
保
健
所
）か
ら
指
定
発
言
を

い
た
だ
き
、
大
変
充
実
し
た
会
員
協
議

と
な
り
ま
し
た
。

全
国
保
健
所
長
会
総
会
報
告

全
国
保
健
所
長
会
副
会
長
／
茨
城
県
土
浦
保
健
所
長
　
入
江 

ふ
じ
こ

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
お
い
て

保
健
所
設
置
市
と
保
健
所
が
果
た
し
た

役
割
」と
し
て
、
全
国
67
の
保
健
所
政

令
市（
中
核
市
等
）を
対
象
と
す
る
3
年

半
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
各
市
で
大
幅
な
職
員
の
増

図　DHEATの指揮系統と統括系統のイメージ 全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り


